
◇ 第11回症例検討会 研修会報告 ◇

日 時 2020年1月26日（日） 13:00～17:00

場 所 神戸薬科大学地域連携サテライトセンター

テーマ ＳＧＤによる症例検討

受講資格 現役の薬剤師

受講者数 37名

【研修会内容】

【タイムテーブル】

13:00 開会

13:05～14:35
講義

「薬剤師が知るべき褥瘡の薬物療法」
オレンジ薬局 布施北店 管理薬剤師 長谷川 雅子 先生

14:35～15:05 情報交換会

15:05～16:35
グループワーク＆症例検討（SGD）
＊軟膏基剤の実習

16:35～17:00 解説・質疑応答

17:00 閉会 アンケート用紙回収、単位シール交付

オレンジ薬局 布施北店 管理薬剤師
長谷川 雅子 先生による講義

＜講義＞ 「薬剤師が知るべき褥瘡の薬物療法」
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＜グループワーク＆症例検討（SGD）＊軟膏基剤の実習＞

【研修会内容】続き

・フィルム材の貼り付け
・基剤当てクイズ
・褥瘡のDESIGN評価
（重症度評価）
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アンケート（意見交換・情報共有したい事柄、今回の感想等）抜粋
・まったく知らない事ばかりですごく勉強になりました。
・薬剤師のできる事がまだまだあることがわかりました。

・１つの疾患に対し、薬剤師、医師、看護師それぞれの観点でどのようなアプローチ・評
価など行っているか聞いてみたい。

・症例検討会で意見を話すことが苦手でなかなか参加するには、ハードルが高いのです
が、他の方の話をうかがうことができ、勉強になりました。これからは参加できるようにし
たいです。

・初心者なので、ついていけるか不安でしたが、良い学びになりました。間を空けず、続
けて勉強したいと思います。

・普段褥瘡の患者さんと関わる機会がほとんどないので、評価方法や薬剤選択につい
てとても勉強になりました。ありがとうございました。
・実際に行ってみることで、感覚がわかった。

etc

＜解説＞
｢―局所皮膚適用製剤の先発品と後発品―

精製白糖・ポビドンヨード軟膏剤について｣

製剤学研究室
湯谷 玲子 助教による解説
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受講いただきありがとうございました。


